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要
　
　
旨

勝
林
院
は
大
原
北
東
部
の
山
麓
に
位
置
す
る
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

周
辺
に
は
、
三
千
院
や
後
鳥
羽
天
皇
陵
を
始
め
、
勝
林
院
を
管
理
す
る
実
光

院
や
宝
泉
院
な
ど
が
あ
る
。
勝
林
院
は
、
平
安
時
代
に
寂
源
に
よ
っ
て
中
興

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
寺
院
と
さ
れ
、
ま
た
天
台
声
明
の
根
本
道
場
と
し
て
も

著
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
浄
土
宗
の
法
然
は
、
こ
こ
勝
林
院
に

お
い
て
談
義
を
行
っ
た
た
め
、
浄
土
宗
の
信
者
か
ら
も
厚
い
信
仰
を
集
め
て

い
る
。

平
成
二
十
四
年
秋
、
京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

平
成
二
十
五
年
に
中
興
し
て
千
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
勝
林
院
の

歴
史
や
文
化
財
の
展
示
を
計
画
し
た
。
そ
こ
で
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研

究
所
は
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
勝
林
院
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
調
査

を
勝
林
院
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
五
年
に
は
勝
林
院

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
整
理
作
業
を
関
係
者
の
ご
理
解
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
報
告
は
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
の
調
査
と
平

成
二
十
五
年
度
に
行
っ
た
整
理
作
業
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
の
中

間
報
告
で
あ
る
。
な
お
執
筆
の
分
担
は
文
末
に
（　

）
で
表
記
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：�

京
都
大
原
、
寂
源
、
法
然
、
大
原
問
答
、
証
拠
阿
弥
陀
腹
内

記

京
都
大
原
魚
山
勝
林
院
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
調
査
並
び
に
所
蔵
品
整
理
作
業
中
間
報
告

鈴
木　

久
男

伊
東　

史
朗

天
納　

聖
佳
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一
　
勝
林
院
の
概
要

報
告
の
前
に
、
勝
林
院
の
環
境
と
歴
史
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

沿
革勝

林
院
は
、
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
寂
源
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
天
台
宗

の
寺
院
で
あ
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
天
台
声
明
の
道
場
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、
大
佛
師
康
成
（
尚
）
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
尊
は
、「
証
拠
の
阿
弥
陀
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
寛
仁
四

年
（
一
○
一
八
）
の
法
華
八
講
に
際
し
覚
超
と
遍
救
が
論
争
し
た
「
大
原
談
義
」

の
と
き
に
本
尊
が
自
ら
意
を
示
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
治
二
年

（
一
一
八
六
）
顕
真
の
招
き
に
よ
り
法
然
が
勝
林
院
に
お
い
て
諸
宗
碩
学
と
宗
論

を
戦
わ
せ
た
「
大
原
問
答
」
の
と
き
に
も
、
本
尊
が
光
明
を
放
た
れ
証
拠
を
し
め

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
「
証
拠
の
阿
弥
陀
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
本
堂
は
証
拠
堂
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）、
春
日
局
は
、
崇
源
院
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
本
堂

を
再
建
し
そ
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
再
建
か
ら
約
一
〇
〇
年
後
の
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
本
堂
・
本
尊

を
は
じ
め
西
林
堂
・
山
王
権
現
社
・
弁
天
社
な
ど
が
火
災
に
遭
い
焼
失
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
本
尊
は
開
眼
供
養
さ
れ
た
が
本
堂
の
再
建

は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
本
尊
は
仮
堂
に
安
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本

堂
の
再
建
が
急
が
れ
た
が
、
再
建
の
浄
財
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
公
儀
に
援
助
の
願
い
を
出
し
て
い
る
。
本
堂
が
一
応

完
成
し
た
の
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
供
養
さ
れ

た
建
物
が
現
在
の
本
堂
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

に
な
っ
て
屋
根
が
正
式
に
葺
か
れ
本
堂
は
つ
い
に
完
成
し
た
。

環
境勝

林
院
（
図
1
）
は
大
原
の
里
の
北
東
部
比
叡
山
か
ら
比
良
山
地
へ
と
続
く
急

峻
な
尾
根
か
ら
少
し
下
が
っ
た
西
山
麓
に
位
置
す
る
。
標
高
は
二
六
八
メ
ー
ト
ル

を
測
る
。
境
内
地
は
東
か
ら
西
へ
ま
た
南
か
ら
北
へ
と
低
く
な
る
傾
斜
地
を
開
削

し
造
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
勝
林
院
境
内
を
律
川
が
流
れ
る
南
側
か
ら
眺
望
す

る
と
本
堂
を
見
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。

現
在
の
境
内
は
図
4
の
よ
う
に
本
堂
・
鐘
楼
・
土
蔵
（
宝
蔵
）
な
ど
が
建
ち

並
ぶ
空
間
と
そ
の
東
側
に
本
堂
よ
り
一
段
高
く
な
っ
た
平
坦
地
が
あ
り
現
在
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
に
焼
失
し
た
西
林
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
二
つ
の
空
間
を
計
測

す
る
と
本
堂
や
鐘
楼
が
あ
る
平
坦
地
は
東
西
約
四
十
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
五
十
五

メ
ー
ト
ル
西
林
院
跡
は
東
西
約
二
十
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
二
十
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。江

戸
時
代
の
勝
林
院
は
本
堂
・
西
林
院
・
鐘
楼
・
食
堂
の
堂
舎
と
、
理
覚
坊
・

実
光
坊
・
宝
泉
坊
・
普
賢
院
の
四
坊
が
あ
っ
た
。「
山
城
国
愛
宕
郡
魚
山
大
原
寺

勝
林
院
」
に
よ
れ
ば
境
内
の
規
模
は
東
西
一
町
半
南
北
二
町
半
と
あ
る
。
こ
の
寸

法
を
現
尺
に
換
算
す
る
と
東
西
一
六
五
メ
ー
ト
ル
南
北
二
七
五
メ
ー
ト
ル
に
な

る
。
江
戸
時
代
の
勝
林
院
の
境
内
は
現
後
鳥
羽
天
皇
陵
・
現
実
光
院
・
現
宝
泉
院

を
含
む
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
図
2
）。

江
戸
時
代
の
実
光
院
は
現
後
鳥
羽
天
皇
陵
の
場
所
に
食
堂
は
現
在
の
実
光
院
境
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内
の
北
側
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
現
在
の
鐘
楼
は
勝
林
院
境
内
の
南
東
に

位
置
し
て
い
る
が
『
都
名
勝
図
絵
』（
安
永
九
年
［
一
七
八
○
］）
に
は
現
在
よ
り

西
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
明
和
の
再
建
時
に
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
調
査
の
概
要

平
成
二
十
四
年
度
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
調
査

　
所
　
在
　
地
：
京
都
市
左
京
区
大
原
勝
林
院
町
一
八
七

　
調
査
期
間
：
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
・
十
六
日

　
調
査
担
当
者
：
鈴
木
久
男
、
伊
東
史
朗

　
調
　
査
　
者
：�

越
後
智
貴
（
文
化
学
部
）、
村
田　

光
（
文
化
学
部
）、
財
木

香
帆
（
文
化
学
部
）、
奥
見
裕
梨
（
文
化
学
部
）、
菊
池
美
帆

（
文
化
学
部
）、
川
崎
瑞
季
（
文
化
学
部
）、
川
上
由
里
絵
（
文

化
学
部
）、
松
岡
文
也
（
文
化
学
部
）

　
業
務
委
託
：�

日
本
通
運
株
式
会
社
関
西
美
術
品
支
店
、
山
崎
兼
慈
写
真
事

務
所

【
調
査
日
誌
】

十
二
月
十
五
日
（
土
）
晴

調
査
機
材
を
駐
車
場
か
ら
現
地
に
運
搬
す
る
。
調
査
参
加
者
の
紹
介
と
調
査
上

の
注
意
事
項
を
確
認
す
る
。
最
初
に
本
尊
西
南
側
の
毘
沙
門
天
像
を
移
動
す
る
。

並
行
し
て
、
正
面
の
仏
具
類
も
少
し
移
動
し
須
弥
壇
周
囲
の
作
業
空
間
を
確
保
す

る
。
そ
の
後
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
胎
内
調
査
を
開
始
す
る
。
先
ず
本
尊
右
側

の
膝
部
分
を
取
外
し
、
内
部
状
況
を
観
察
す
る
。
内
部
に
は
、
西
側
か
ら
坐
像
一

軀
・
そ
の
東
側
奥
に
厨
子
二
基
が
東
西
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
東
側
の
厨
子
は
黒

漆
塗
、
西
側
の
一
基
は
白
木
造
り
で
あ
っ
た
。
坐
像
・
厨
子
共
に
本
尊
と
同
じ
方

向
の
南
向
き
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
発
見
状
況
の
写
真
撮
影
後
胎
内
か
ら
一
軀
ず

つ
取
り
出
し
、
調
書
を
作
成
す
る
。
並
行
し
て
計
測
と
個
別
写
真
の
撮
影
を
実
施

す
る
。

坐
像
は
、
阿
弥
陀
如
来
で
あ
っ
た
。
右
手
の
一
部
が
床
面
に
落
下
し
て
い
た
た

め
収
納
し
た
。
黒
漆
塗
の
厨
子
に
は
小
型
の
如
来
像
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
仏
像

の
底
部
と
台
座
の
上
面
に
は
墨
書
が
あ
っ
た
。
白
木
の
厨
子
内
に
も
如
来
像
が
安

置
さ
れ
て
い
た
。
如
来
像
は
台
座
に
固
定
さ
れ
て
い
た
た
め
墨
書
の
有
無
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

続
い
て
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
内
部
調
査
を
行
う
。
体
部
及
び
頭
部
を
詳
細
に

観
察
し
た
が
銘
文
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た 

頭
部
・
体
部
の
制
作
状
況
や

頸
部
の
接
合
状
況
を
観
察
し
細
部
の
写
真
撮
影
を
実
施
す
る
。
内
部
調
査
終
了

後
、
調
査
の
た
め
に
取
り
外
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
を
旧
状
に
復
し
た
。

十
二
月
十
六
日
（
日
）
晴

作
業
開
始
前
に
、
宝
泉
院
住
職
に
よ
る
法
要
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
堂
内
と
本

尊
の
全
景
写
真
撮
影
の
準
備
を
行
う
。
本
尊
御
手
に
結
ば
れ
て
い
る
五
色
と
白
い

綱
と
を
取
り
外
す
。
そ
の
間
に
、
本
尊
の
計
測
作
業
を
行
う
。
計
測
終
了
後
、
写

真
撮
影
を
実
施
す
る
。
撮
影
は
十
四
時
近
く
ま
で
続
く
。
そ
の
間
に
堂
内
に
安
置

さ
れ
て
い
る
諸
仏
の
調
査
を
す
る
。

本
尊
の
写
真
撮
影
終
了
後
、
毘
沙
門
天
像
を
元
の
位
置
に
戻
す
。
そ
の
後
、
毘

沙
門
天
・
不
動
明
王
像
の
調
査
を
行
う
。
御
住
職
の
ご
厚
意
で
、
そ
の
他
の
収
蔵
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品
も
調
査
し
た
。
十
六
時
過
ぎ
か
ら
、
堂
内
に
設
置
し
た
機
材
の
撤
収
を
実
施
す

る
。
宝
泉
院
住
職
立
会
後
に
、
総
て
の
作
業
を
終
了
す
る
。�

（
文
責　

鈴
木
）

【
阿
弥
陀
如
来
像
の
調
査
】

形
状
（
写
真
4
）

　
本
体
：�

螺
髪
肉
髻
白
毫
を
あ
ら
わ
し
耳
朶
環
状
二
道
刻
出
（
頭
・
体
両
部
の

接
合
線
を
皺
と
と
れ
ば
三
道
だ
が
両
部
は
後
述
の
よ
う
に
別
作
な
の

で
二
道
で
あ
ろ
う
）。
衲
衣
を
偏
袒
右
肩
に
着
し
両
手
を
腹
前
で
定

印
（
妙
観
察
智
印
）
に
結
び
右
足
外
に
結
跏
趺
坐
す
る
。

　
光
背
：�

二
重
円
光
周
縁
部
つ
き
。
周
縁
部
に
は
全
面
に
雲
を
あ
ら
わ
し
そ
こ

に
両
手
を
衣
内
に
入
れ
て
組
む
十
三
軀
の
小
仏
像
（
坐
像
）
を
配
す

る
。

　
台
座
：
仰
蓮
反
花
二
重
框
座
。

法
量
（
単
位
＝
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　

高　
　

二
八
十
・
四

　

髪
際
高　
　

二
三
五
・
二

　

頂
―
顎　
　

九
十
一
・
二

　

面　

長　
　

五
十
一
・
八

　

面　

幅　
　

四
十
九
・
〇

　

面　

奥　
　

六
十
五
・
〇

　

胸
厚
（
左
）
七
十
一
・
五

　

腹　

厚　
　

七
十
九
・
〇

　

臂　

張　
　

一
七
〇
・
五

　

膝　

張　
　

二
一
三
・
五

　

膝
高
（
左
）
四
十
三
・
〇　
　

同
（
右
）　

四
二
・
七

　

坐　

奥　
　

一
五
八
・
七

　

耳
張
は
測
り
え
な
か
っ
た
。

品
質
・
構
造

木
造
（
ヒ
ノ
キ
）
寄
木
造
金
泥
塗
り
（
肉
身
部
）・
漆
箔
（
着
衣
部
）
玉
眼
嵌

入
。
構
造
は
相
当
複
雑
で
あ
る
が
像
内
の
観
察
に
よ
り
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

た
。
根
幹
部
は
頭
・
体
別
材
そ
の
両
部
に
分
け
て
記
述
す
る
。

頭�

部
（
写
真
8
）：
額
の
高
さ
で
角
材
を
四
角
く
組
み
四
隅
を
欠
い
て
そ
こ
に
小

材
を
入
れ
全
体
を
隅
欠
き
方
形
（
変
則
八
角
形
）
と
す
る
。
各
長
辺
に
つ
き

前
方
に
面
部
を
形
成
す
る
一
材
両
側
に
両
側
頭
部
を
形
成
す
る
各
二
材
を
当

て
（
両
側
後
方
材
の
間
に
横
桟
を
渡
す
）
後
方
に
は
短
辺
を
伸
ば
し
て
後
頭
部

を
形
成
す
る
三
材
を
台
形
に
組
む
。
こ
の
三
材
は
そ
の
半
ば
で
横
に
鋸
を
入
れ

頭
部
の
傾
斜
に
合
わ
せ
て
斜
め
に
折
り
台
形
の
上
方
に
横
二
材
を
載
せ
る
。
各

短
辺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
幅
狭
の
材
を
当
て
る
。
隅
欠
き
方
形
に
組
ん
だ
材
の
上
は

頭
頂
部
を
形
成
す
る
材
（
縦
材
と
見
ら
れ
る
）
と
そ
の
中
央
に
開
け
ら
れ
た
円

孔
内
に
肉
髻
を
形
成
す
る
横
二
材
を
載
せ
る
。
以
上
の
よ
う
に
徹
底
し
た
箱
形

構
造
で
あ
る
。
両
側
後
方
材
の
下
方
に
両
耳
孔
と
な
る
小
円
形
孔
を
貫
通
さ
せ

る
。

�　

面
部
を
形
成
す
る
前
面
材
の
像
内
仕
様
は
多
少
変
わ
っ
て
い
る
。
玉
眼
当
木

を
木
屎
漆
で
勾
玉
形
に
塗
り
込
め
そ
の
下
方
鼻
に
当
た
る
箇
所
を
三
山
形
に
大

き
く
刳
り
鼻
孔
を
貫
通
さ
せ
ま
た
口
の
位
置
に
は
大
き
い
段
差
が
あ
る
。
あ
た
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か
も
中
世
鬼
神
面
の
面
裏
を
見
た
よ
う
な
仕
様
で
あ
る
。

体�
部
：
あ
ま
り
規
則
的
な
木
寄
せ
で
な
い
が
ほ
ぼ
前
・
中
・
後
の
三
部
か
ら
な

る
。
前
部
一
材
後
部
左
右
三
材
。
間
に
挟
ま
れ
る
中
部
は
首
枘
後
方
の
周
辺
に

小
角
材
七
個
（
縦
材
）
を
入
れ
て
後
襟
部
を
つ
く
り
そ
の
う
し
ろ
に
数
材
を
寄

せ
て
体
背
上
方
と
す
る
。
頸
部
左
方
に
縦
三
材
を
前
後
に
寄
せ
て
左
肩
部
を
形

成
し
同
部
右
方
に
縦
三
材
を
不
規
則
に
寄
せ
て
右
体
側
部
を
形
成
す
る
。
不
規

則
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
前
・
中
・
後
各
部
に
分
け
て
縦
材
を
寄
せ
る
の
で
基
本

的
に
三
列
構
造
で
あ
る
。
前
部
材
を
地
附
か
ら
半
円
形
に
刳
っ
て
窓
を
あ
け
右

体
側
材
は
地
附
ま
で
達
し
て
い
な
い
。

�　

像
内
頸
部
の
あ
た
り
を
観
察
す
る
と
（
写
真
7
）
そ
の
前
面
中
ほ
ど
に
あ
る

線
は
自
然
の
割
れ
と
思
わ
れ
ほ
か
の
接
合
線
は
体
部
に
つ
づ
か
な
い
の
で
割
首

で
な
く
首
枘
挿
し
で
あ
る
。
体
部
材
は
整
形
さ
れ
た
首
枘
周
囲
の
丸
み
に
合
わ

せ
て
寄
せ
ら
れ
て
お
り
両
部
の
造
立
時
期
に
差
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

�　

右
手
は
肩
・
臂
で
各
接
ぎ
両
手
首
先
（
共
木
）
を
左
方
は
袖
口
に
差
し
込
み

右
方
は
手
首
で
接
ぐ
。
両
脚
部
に
横
材
を
寄
せ
る
。

�　

根
幹
部
と
両
脚
部
を
内
刳
り
像
内
素
地
。
左
体
側
部
と
両
脚
部
の
体
部
と
の

各
接
合
面
に
板
を
貼
り
（
そ
の
た
め
内
刳
り
内
は
観
察
で
き
な
い
）
板
面
は
墨

塗
り
。
像
表
面
は
肉
身
部
金
泥
着
衣
部
漆
箔
。
頭
髪
群
青
眉
・
ひ
げ
墨
描
唇

朱
。
肉
髻
珠
・
白
毫
水
晶
製
。

像
内
納
入
仏

内
刳
り
部
内
の
台
座
天
板
上
に
つ
ぎ
の
三
像
が
納
置
さ
れ
て
い
た
。

一
．
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
写
真
9
）
像
高
十
八
・
七
セ
ン
チ

来
迎
印
を
結
ん
で
坐
す
阿
弥
陀
如
来
像
。
光
背
・
台
座
つ
き
。
光
背
裏
面
に

「
恵
心
僧
都
正
作
也
」
の
朱
漆
書
あ
り
。

木
造
（
ヒ
ノ
キ
）
一
木
造
墨
塗
り
（
後
補
）。
両
脚
部
を
含
ん
で
頭
体
を
縦

一
材
か
ら
彫
出
し
左
手
首
先
別
材
（
亡
失
）
右
手
は
肩
・
上
膊
半
ば
・
臂
で

各
接
ぎ
上
膊
半
ば
先
―
臂
を
亡
失
す
る
が
臂
先
部
が
別
に
残
る
。
白
毫
水
晶

製
（
後
補
）。
現
状
の
表
面
墨
塗
り
は
後
補
で
当
初
は
素
地
仕
上
げ
だ
っ
た

か
。
本
体
は
平
安
時
代
後
期
十
二
世
紀
作
光
背
・
台
座
は
江
戸
時
代
作
。

二
．
厨
子
入
り
木
造
如
来
坐
像
一
（
写
真
10
）
像
高
六
・
四
セ
ン
チ

両
手
を
腹
前
で
衣
内
に
入
れ
て
坐
す
如
来
像
。
光
背
・
台
座
つ
き
。
本
体
は

像
背
が
扁
平
な
の
で
も
と
は
光
背
取
り
つ
け
の
化
仏
か
。
像
底
に
「
慈
覚
大

師
／
大
□
光
仏
／
御
作
」
の
墨
書
あ
り
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
光
背
に
附
属

し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
か
。

木
造
（
ヒ
ノ
キ
）
一
木
造
古
色
。
総
体
を
縦
一
材
か
ら
彫
出
。
本
体
は
鎌
倉

時
代
十
三
世
紀
作
光
背
・
台
座
と
厨
子
は
江
戸
時
代
作
。

三
．
厨
子
入
り
木
造
如
来
坐
像
二
（
写
真
11
）
像
高
六
・
七
セ
ン
チ

両
手
を
腹
前
で
衣
内
に
入
れ
て
坐
す
如
来
像
。
光
背
・
台
座
つ
き
。
本
体
は

光
背
化
仏
か
。

木
造
一
木
造
漆
箔
。
本
体
は
江
戸
時
代
作
光
背
・
台
座
お
よ
び
厨
子
も
同

作
。

解
説平

安
時
代
後
期
以
降
一
般
的
に
な
る
丈
六
の
大
き
さ
の
定
印
阿
弥
陀
如
来
坐
像
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で
あ
る
が
体
部
に
比
し
頭
部
や
や
過
大
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
気
づ
か
れ
る
。
長

い
面
相
部
に
細
く
切
れ
長
の
目
中
ほ
ど
の
ふ
く
ら
む
鼻
梁
を
配
し
湾
曲
の
強
い
耳

朶
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
ク
セ
の
あ
る
頭
部
に
対
し
て
体
部
は
部
分
を
強
調
す
る
と

こ
ろ
が
な
く
安
定
し
た
像
容
で
あ
る
。
頸
部
が
三
道
で
な
く
二
道
と
い
う
の
も
頭

部
の
一
種
特
異
さ
に
通
じ
て
い
る
。

頭
・
体
部
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
そ
の
作
風
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
よ
う
に
異

な
っ
て
見
ら
れ
る
の
は
木
寄
せ
構
造
の
違
い
に
も
対
応
す
る
（
材
質
・
構
造
の
項

参
照
）。
す
な
わ
ち
頭
部
は
隅
欠
き
方
形
の
ま
わ
り
に
縦
板
数
材
を
八
角
筒
形
に

組
み
そ
の
上
に
頭
頂
部
を
形
成
す
る
別
材
を
当
て
る
と
い
う
箱
形
構
造
な
の
に
対

し
体
部
の
基
本
的
な
構
造
は
前
・
後
二
材
の
間
に
頸
ま
わ
り
体
背
上
部
左
肩
と
右

体
側
部
を
形
成
す
る
中
間
部
を
入
れ
て
三
列
に
な
る
。
頸
部
周
辺
も
そ
の
丸
み
に

合
わ
せ
て
体
部
材
を
寄
せ
て
い
る
。

作
風
上
の
径
庭
に
加
え
構
造
に
も
こ
の
よ
う
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
は
頭
・

体
両
部
が
統
一
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ

を
手
が
け
た
仏
師
と
そ
の
時
期
が
異
な
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

現
存
す
る
本
堂
と
本
尊
像
は
江
戸
時
代
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
＝
元
文
元

年
）
正
月
の
本
堂
火
災
の
あ
と
復
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
推
定
を
踏
ま
え

て
い
え
ば
現
存
像
の
頭
部
は
旧
来
の
像
の
そ
の
部
を
転
用
し
て
い
る
と
い
え
る
の

で
本
体
で
は
体
部
だ
け
が
こ
の
時
の
造
立
と
な
る
。

そ
の
こ
と
は
江
戸
時
代
の
浄
土
宗
僧
侶
関
通
（
一
六
九
六
～
一
七
七
○
）
の
行

業
を
著
し
た
『
関
通
和
尚
行
業
記
』（
享
和
二
年
［
一
八
○
二
］）
の
つ
ぎ
の
記
事

に
よ
っ
て
も
証
さ
れ
る
。

　

�

師
あ
る
時
大
原
勝
林
院
の
世
に
伝
へ
て
証
拠
の
弥
陀
と
い
へ
る
丈
六
の
本
尊

か
つ
て
火
災
に
罹
り
面
貌
の
み
の
こ
り
給
へ
る
を
得
ら
れ
き
。
の
ち
明
和
五

年
こ
の
面
貌
を
用
ひ
て
本
の
ご
と
く
丈
六
の
座
像
を
造
立
せ
ら
れ
け
る
。

す
な
わ
ち
か
つ
て
の
火
災
に
焼
け
残
っ
た
「
面
貌
」（
こ
こ
で
は
頭
部
）
を
享
保

二
十
一
年
火
災
後
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
造
立
時
に
再
利
用
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

光
背
に
附
さ
れ
た
小
仏
像
（
化
仏
）
は
大
き
さ
に
違
い
は
あ
れ
整
っ
た
そ
の
着

衣
々
文
が
本
体
の
そ
れ
に
似
る
。
平
成
二
十
五
年
に
公
益
財
団
法
人
美
術
院
の
修

理
し
た
化
仏
二
体
の
う
ち
解
体
さ
れ
た
一
体
に
つ
き
修
理
解
説
書
は
「
頭
体
別
製

（
中
略
）
体
部
は
根
幹
部
の
前
後
二
材
の
間
に
左
右
肩
材
を
は
さ
み
地
付
き
部
で

は
肩
材
と
同
じ
厚
み
の
角
材
を
は
さ
む
」
と
頭
・
体
別
材
体
部
は
前
・
後
材
の
間

に
両
肩
部
材
を
挟
む
と
し
て
お
り
本
像
と
基
本
的
に
同
じ
構
造
で
あ
る
。
よ
っ
て

化
仏
と
同
作
と
見
ら
れ
る
光
背
全
体
も
享
保
火
災
後
の
復
興
時
本
体
に
並
行
し
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
台
座
仰
蓮
・
反
花
部
も
同
時
期
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

像
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
仏
像
三
軀
の
う
ち
（
写
真
12
）
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
は
勝
林
院
創
建
期
よ
り
一
世
紀
以
上
も
下
る
も
の
だ
が
平
安
時
代
後
期
の
美
作

な
の
で
当
時
の
大
原
に
お
け
る
盛
ん
な
造
像
の
一
端
を
し
の
ば
せ
る
。
木
造
如
来

坐
像
一
・
二
は
そ
の
形
状
や
大
き
さ
か
ら
し
て
と
も
に
光
背
に
附
属
し
た
化
仏
と

思
わ
れ
る
。
勝
林
院
は
そ
の
開
祖
を
慈
覚
大
師
に
擬
し
て
い
る
こ
と
か
ら
木
造
如

来
坐
像
一
の
墨
書
（
写
真
11
）「
慈
覚
大
師
」
云
々
は
こ
の
像
が
当
院
に
関
係
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
さ
ら
に
「
大
□
光
仏
」
は
一
時
期
本
尊
像
光
背
に
附
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属
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
本
来
の
納
入
で
な
く
追
納

品
で
あ
る
。

小
結阿

弥
陀
如
来
像
の
調
査
に
よ
り
そ
の
頭
部
・
体
部
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
作
風
が
異
な
り
ま
た
木
寄
せ
構
造
は
ま
っ
た
く
相
違
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
し
た
が
っ
て
両
部
の
製
作
時
期
は
異
な
る
。

勝
林
院
所
蔵
『
証
拠
阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
の
調
査
に
よ
り
勝
林
院
と
そ
の
本

尊
の
創
建
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
沿
革
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
来
当
院

の
歴
史
は
主
に
近
世
地
誌
や
旅
行
記
の
記
事
に
よ
る
だ
け
だ
っ
た
の
だ
が
こ
の
史

料
の
出
現
に
よ
り
そ
の
沿
革
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
き
わ
め
て
大
き

い
。そ

の
う
ち
本
尊
の
造
立
以
後
の
沿
革
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

と
い
え
る
。
現
存
像
が
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
焼
失
翌
元
文
二
年
に
開
眼

供
養
さ
れ
た
と
分
か
り
そ
れ
だ
け
で
な
く
延
徳
四
年（
一
四
九
二
）に「
面
貌
」（
頭

部
）
を
「
修
補
」
し
た
と
い
う
記
事
が
頭
部
・
体
部
の
つ
く
り
の
違
和
感
を
裏
づ

け
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
旧
像
の
頭
部
を

転
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
頭
・
体
部
そ
れ
ぞ
れ
室
町
時
代
と
江
戸
時
代

に
お
け
る
基
準
的
な
丈
六
像
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。�

（
文
責　

伊
東
）

三
　
平
成
二
十
五
年
度
所
蔵
品
整
理
作
業

　
所
　
在
　
地
：
京
都
市
左
京
区
大
原
勝
林
院
町
一
八
七

　
調
査
期
間
：
平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
・
六
月
十
日
・
七
月
二
十
日

　
調
査
担
当
者
：
鈴
木
久
男
、
天
納
聖
佳

　
調
　
査
　
者
：�

堅
田
恵
莉
子
（
外
国
語
学
部
）、
関
根
由
里
恵
（
外
国
語
学

部
）、
野
口
智
代（
外
国
語
学
部
）、
伊
坪
哲
史（
文
化
学
部
）、

今
里　

玲
（
文
化
学
部
）、
坂
本
明
香
里
（
文
化
学
部
）、
千　

福
実
（
文
化
学
部
）、
野
田
宏
美
（
文
化
学
部
）、
橋
爪
麻
里

（
文
化
学
部
）、
藤
川
有
咲
（
文
化
学
部
）、
牧
野　

葵
（
文

化
学
部
）、
川
崎
瑞
季
（
文
化
学
部
）、
川
上
由
里
絵
（
文
化

学
部
）

【
作
業
内
容
】

作
業
は
勝
林
院
関
係
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
彩
な
資
料
の
保

存
状
態
の
点
検
収
蔵
庫
内
の
清
掃
・
整
理
を
京
都
産
業
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

の
実
習
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
際
所
蔵
品
の
内
容
が
新
た
に
な
っ
た
資
料
が
多
数
み
ら
れ
た
。
な
か
で
も

勝
林
院
や
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
に
深
く
関
わ
る
重
要
な
資
料
が
再
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

『
証
拠
阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
巻
子　

江
戸
時
代
（
写
真
16
・
17
）

勝
林
院
に
は
土
蔵
が
二
棟
あ
る
が
そ
の
う
ち
の
一
棟
で
紙
本
や
巻
子
な
ど
の
資

料
点
検
と
木
箱
や
長
持
に
防
虫
剤
を
入
れ
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
『
証
拠

阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
が
長
持
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
発
見
当
時
の
状
態
は
長
持
の

一
番
底
に
小
さ
な
木
箱
が
長
い
木
箱
に
隠
れ
る
よ
う
に
置
か
れ
て
お
り
『
証
拠
阿

弥
陀
如
来
腹
内
記
』
は
そ
の
小
さ
な
木
箱
の
中
に
他
二
巻
の
巻
子
と
共
に
入
っ
て



京都大原魚山勝林院本尊阿弥陀如来像調査並びに所蔵品整理作業中間報告（ 8 ） 485

い
た
。
箱
書
き
は
無
く
同
じ
大
き
さ
の
巻
子
を
ま
と
め
て
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。法

量
（
単
位
＝
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

縦　
　
　

三
十
・
四　

　

横　
　
　

二
六
〇
・
〇　

　

行
数　
　

八
十
二

　

文
字
数　

一
一
〇
三

『
証
拠
阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
は
勝
林
院
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
像
内
に
記
さ

れ
て
い
た
銘
文
や
関
連
史
料
を
江
戸
時
代
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
勝
林
院
創

建
時
か
ら
安
永
四
年
の
本
堂
再
建
ま
で
の
沿
革
が
記
さ
れ
て
お
り
本
尊
と
本
堂
の

修
補
や
再
建
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
下
に
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
銘
文
）

　

願
主
太
宰
師
中
納
言
藤
原
隆
家

　
　

中
納
言
同
経
輔

　

造
堂
大
工
喜
好
大
徳
小
工
藤
原
安
任

　

造
堂
造
佛
預
長
好
大
徳

　

□
□
故
中
関
白
像
□

（
虫
食
い
）文

一
仃
高
階
氏

　

大
佛
師　

康
成　

或
ハ
尚
作

　

其
後
年
序
既
尚
佛
像
朽
損
仍
自
永

　

承
元
年
秋
至
同
二
年
夏
改
造
之
修
之
酉
巳

　

大
佛
師
法
橋
上
人
位
定
朝

　

漆
工
大
法
師
春
久

　

法
橋
救
明
阿
闍
梨　

僧
都
延
殷

　

皇
慶
阿
闍
梨　

覚
尊
阿
闍
梨 

覚
念
大
徳

　

仙
隠
阿
闍
梨　

頼
暹
阿
闍
梨　

斎
殷
阿
闍
梨

　

長
源
阿
闍
梨　

教
覚
阿
闍
梨　

快
禅
阿
闍
梨

　

永
秀
阿
闍
梨　

聖
能
阿
闍
梨　

永
尊
阿
闍
梨

　

散
位
平
滋
定　

行
照
大
徳　

観
尊
斎
延
大
徳

　

散
位
小
野
政
国 

源
氏
明
源
大
徳　

頼
兼

　

大
徳　

道
久
大
徳　

頼
遠
大
徳　

蓮
筭
大
徳 

台

　

尊
大
徳　

仙
久
大
徳　

寿
延
大
徳　

行
世
大
徳

　

札
能
大
徳　

延
任
大
徳　

行
仁
大
徳　

長
能
大
徳

　

道
仁
ゝ
　ゝ

延
勢
ゝ
　ゝ

良
満
ゝ
　ゝ

良
心
ゝ
　ゝ

　

尼
紗
円
中
善
ゝ
　ゝ

明
泉
ゝ
　ゝ

忍
志
紀
氏

　

藤
原
氏
観
寿
丸　

能
陳
大
徳　

薬
寿
丸

　

籠
樹
丸 

牛
童
丸　

三
郎
丸　

壬
生
乙
延　
　

　

小
野
近
時　

秀
友　

僧
春
久

　

僧
長
快
法
師　

円
範

　

観
勝
大
徳　

静
範　

連
満
大
徳

　

正
治
二
年
十
月
十
六
日
重
而
補
修
之

　
　
　
　
　
　
　
　

佛
師　

慶
秀
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又
別
記
云

　

嘉
禎
二
年
梨
本
門
主
御
修
復

　
　

此
時
光
中
三
千
佛
二
菩
薩
御
新
造

　

又
別
記
云

　

門
主
承
圓
僧
正

　
　

松
殿
関
白
基
房
公
息
母
前
大
政
大
臣
忠
雅
公

　
　

女
号
西
林
院

　

建
暦
二
年
壬
申
正
月
十
五
日
重
上
表
辞
退
両
職
三
十
三

　

移
住
大
原
健
保
二
年
六
月
十
二
日
還
補
座
主

　

御
年
三
十
五
承
久
三
年
四
月
二
十
四
日
辞
退
座
主
職

　

委
附
入
道
尊
快
親
王
帰
居
大
原

　

嘉
禎
二
年
十
月
十
六
日
於
大
原
入
滅
春
秋
五
十
七

　

塗
師
藤
原
吉
祐
明
応
三
年
四
年
御
奉

　

塗
之
同
元
年
二
年
又
四
郎
孫
次
郎
両
人

　

而
奉
塗
之
依
致
如
在
以
外
自
煩
間

　

堅
酙
酌
仍
改
吉
祐
奉
塗
之

　

絵
所
性
俊
大
徳　

巳
夘
三
月
二
十
三
日
ヨ
リ

　

西
阿
第
一
之
施
主
也

　

延
徳
二
年
盛
夏
天
因
庄
内
騒
動
本
尊
罹
軍

　

火
僅
奉
取
出
本
尊
此
時
破
損
御
面
貌
故
募

　

衆
縁
而
修
補
云
　々

別
記
云　

延
徳
四
年
募
衆
縁
勧
進
修
補
相
好
云
々

　

別
記
云　

台
座
長
一
丈
同
横
八
尺
高
三
尺
三
寸
八
分

　
　
　
　
　
　
　

 

後
光
高
一
丈
五
尺
同
横
一
丈
一
尺
五
寸

　

大
永
四
年
為
本
堂
再
建
募
衆
縁
勧
進
本
堂

　

再
興　

年
月
不
詳　

　

干
時
天
文
十
三
年
甲
辰
七
月
四
日
巳
亥
大
洪
水
来
而

　

両
院
本
堂
破
損
然
間
御
本
尊
破
損
間
冬

　

閏
十
一
月
三
日
ヨ
リ
先
加
木
修
畢

　

願
主
両
人
越
前
住
人
則
南
郡
宇
坂
宗
弥
羡
心
者

　
　
　
　
　

江
州
志
賀
郡
山
門
安
楽
院
宗
琳
□
心
者

　

干
時　

定
乗
坊
宏
春
法
師 

善
賢
院
重
渕
法
師 

寶
泉
坊
幸
渕
法
師

　

向
之
坊
祐
運
法
師 

実
光
坊
秀
存
律
師 

普
賢
院
弟
子
宏
渕
律
師

　

理
覚
坊
重
海
律
師 

向
之
坊
弟
子
貞
運
大
法
師 

寶
泉
坊
弟
子
重
宗
大
法
師

　

定
乗
坊
弟
子
宗
猷
大
法
師 

実
光
坊
弟
子
秀
‐
大
法
師

　

奉
行
宏
渕
午
刀
者
善
心
法
師

　

元
和
年
中
為
再
建
募
衆
縁
勧
進
云
云

　

浅
井
備
前
守
長
政
第
三
女　
　

台
徳
院
殿

　

寛
永
年
中
為
崇 

源 

院 

殿　

御
台
所　

御
菩
提

　
　
　
　
　
　
　
　

大
獻
院
殿
御
乳
母
也　
　
　
　
　

麟
祥
院
云
云
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従
関
東
御
再
建
春
日
局
施
主
云
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
二
十
年
九
月
十
四
日
寂

　

同
年
九
月
三
日
手
斧
始
有
之

　

同
十
年
癸
酉
九
月
十
五
日
堂
供
養
庭
儀
曼
荼

　

羅
供
舞
楽

　

御
導
師
梶
井
御
門
主
最
胤
親
王

　

享
保
二
十
一
年
正
月
四
日
焼
失

　

元
文
二
年
丁
巳
秋
本
尊
彫
巧
瑩
治
成

　

同
年
九
月
十
六
日
開
眼
供
養

　

宝
暦
四
年
為
本
堂
再
建
募
衆
縁
勧
進

　

安
永
八
年
三
月
十
五
日
堂
供
養
庭
儀
曼
荼

　

羅
供

次
に
主
要
な
部
分
を
要
約
す
る
。

ま
ず
創
建
時
の
本
尊
は
大
仏
師
康
尚
（
定
朝
の
師
）
の
作
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
朽
損
に
よ
り
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
に
定
朝
が
改
造
、
追
っ
て
正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）
に
仏
師
慶
秀
が
修
補
し
た
。
次
に
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
梨
本

門
主
御
修
復
の
際
に
光
中
の
三
千
佛
と
二
菩
薩
を
御
新
造
と
あ
る
が
、
本
尊
の
木

造
如
来
坐
像
一
が
こ
の
時
の
光
背
の
化
仏
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
庄
内
の
騒
動
に
よ
り
本
尊
に
火
が
か
か
り
本
尊
を
取

出
し
た
時
に
御
顔
が
破
損
し
た
。
そ
の
た
め
延
徳
四
年
衆
縁
勧
進
を
募
り
御
顔
を

修
補
と
あ
る
。
現
在
の
本
尊
の
頭
部
は
こ
の
時
に
修
補
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。大

永
四
年
（
一
五
二
四
）
本
堂
再
建
の
た
め
衆
縁
勧
進
を
募
り
本
堂
を
再
興
し

た
が
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
七
月
の
大
洪
水
に
よ
り
両
院
本
堂
と
本
尊
が
破

損
し
た
た
め
閏
十
一
月
に
修
理
さ
れ
た
。
元
和
年
中
（
一
六
一
五
～
一
六
二
四
）

に
再
度
再
建
の
た
め
衆
縁
勧
進
を
募
り
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
に

は
崇
源
院
殿
御
菩
提
の
た
め
春
日
局
が
再
建
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
享
保
二
十
一
年
正
月
四
日
本
堂
・
本
尊
を
焼
失
し
た
。
そ
の
た

め
翌
年
元
文
二
年
に
本
尊
が
造
ら
れ
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
。
現
在
の
本
尊
の
体

部
と
台
座
お
よ
び
光
背
は
こ
の
時
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
数
年
に
わ

た
り
本
堂
再
建
の
た
め
衆
縁
勧
進
が
行
わ
れ
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
三
月
十
五

日
現
在
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
勝
林
院
は
幾
度
も

災
害
に
遭
い
な
が
ら
も
そ
の
度
に
信
仰
を
受
け
る
人
々
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
勝
林
院
に
関
す
る
史
料
は
『
魚
山
叢
書
』（
勝
林
院
所
蔵
）
や
地
誌
、

棟
札
な
ど
僅
か
で
あ
っ
た
が
今
回
『
証
拠
阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
の
存
在
を
確
認

し
た
こ
と
に
よ
り
創
建
時
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
詳
細
な
沿
革
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
勝
林
院
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
史
料
が
開
基
一
千

年
の
節
目
の
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。

�

（
文
責　

天
納
）
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む
す
び
に
か
え
て

平
成
二
十
四
年
度
に
行
っ
た
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
調
査
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り

よ
く
解
っ
て
い
な
か
っ
た
成
立
年
代
や
変
遷
を
あ
る
程
度
ま
で
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
合
わ
せ
て
、
そ
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
本
尊

内
に
納
入
さ
れ
た
諸
仏
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。さ

ら
に
、
平
成
二
十
五
年
勝
林
院
関
係
者
の
ご
厚
情
に
よ
り
実
施
し
た
学
芸
員

課
程
の
博
物
館
実
習
で
は
、『
証
拠
阿
弥
陀
如
来
腹
内
記
』
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
勝
林
院
の
歴
史
や
本
尊
の
変
遷
を
さ
ら
に
一
層

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ
う
し
た
一
連
の
調
査
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
に
快
諾

し
て
頂
い
た
勝
林
院
（
宝
泉
院
）
住
職
藤
井
宏
全
師
に
た
い
し
ま
し
て
衷
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
文
責　

鈴
木
）
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An interim report about research on the Buddha Amitabha 
statue and the collection of Kyoto Ohara gyozan Shorinin

Hisao SUZUKI
Shiro ITO

Kiyoka AMANO

Abstract

The Shorinin is a temple of the Tendai sect of Buddhism located at the foot of a mountain 
in the northeast of Ohara.

The Shorinin is said to have been restored by Jakugen in the Heian period. In addition it is 
well-known as the Konpon dojo of Tendai statement. Honen of the Jodo sect discussed at the 
Shorinin in the Kamakura period. As a result, the Shorinin attracted a warm, hearted faith 
also from the believers of the Jodo sect.

Shorinin will celebrate in 2013 a major milestone, a millenium that passed from the 
restoration of the Shorinin.

Kyoto Sangyo University Japanese Culture Institute, made ​​ a survey of Amitabha 
Tathagata of Shorinin as part of the research activities on 15 and 16 December 2012.

In addition, in 2013, we have conducted research to organize cultural assets that Shorinin 
possess. This paper is an investigation report. 

In a survey of Amitabha Tathagata statue in 2012, the statue of Buddha of late Heian 
period and the statue of Buddha of Kamakura period and the statue of Buddha of Edo period 
were found inside the Amitabha Tathagata statue.

We found that the head of the Amitabha Tathagata statue was produced in the 
Muromachi period and part of the body was made during the Edo period.

By organizing work of 2013, we found a historical Showkoamidanyoraihukunaiki.
This historical material is the inscription that was written inside of the Amitabha 

Tathagata statue of the original.
By these historical materials, the background of foundation original and subsequent 

changes of Shorinin became clear.

Keywords: �Kyoto Ohara, Jakugen, Honen, Oharamondo, showkoamidanyoraihukunaiki
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図1　勝林院位置図
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図2　勝林院周辺部
『勝林院本堂・鐘楼調査報告書』から転載
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図３　勝林院境内図
［永井規男氏作図］

『勝林院本堂・鐘楼調査報告書』から転載
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図4　勝林院本堂平面図
［永井規男氏作図（一部改変）］

『勝林院本堂・鐘楼調査報告書』から転載

本尊

図5　『都名勝図絵』にみる勝林院
（国際日本文化研究センター所蔵）
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写真１　勝林院本堂全景（南から）
撮影：鈴木

写真２　勝林院本堂全景（東南から）
撮影：鈴木
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写真３　本堂内部の状況
撮影：鈴木
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写真４　本尊阿弥陀如来坐像
撮影：山崎



京都大原魚山勝林院本尊阿弥陀如来像調査並びに所蔵品整理作業中間報告（ 20 ） 473

写真５　右側腰部の取外し状況
撮影：山崎

写真６　胎内の安置状況
撮影：山崎
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写真７　阿弥陀如来像内部―①（頭部と体部の接合状況）
撮影：山崎

写真８　阿弥陀如来像内部―②（頭部内側の状況）
撮影：山崎
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写真９　木造阿弥陀如来坐像 （背面）

（右側面） （左側面）

撮影：山崎
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写真10　木造如来坐像 一 （背面）

（底面の墨書）
撮影：山崎
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写真11　木造如来坐像 二 （拡大）

木造阿弥陀如来坐像 木造如来坐像 一 木造如来坐像 二

写真12　像内納入仏の比較
撮影：山崎
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写真13　調査状況―①
撮影：鈴木

写真14　調査状況―②
撮影：鈴木
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写真15　証拠阿弥陀如来腹内記―1（冒頭）

写真16　証拠阿弥陀如来腹内記　2（末尾）

撮影：鈴木
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写真17　収蔵品整理作業参加者
撮影：鈴木

写真18　整理作業状況
撮影：鈴木




